
－新たな自然の生態観察の '' かたち '' －

既存の水族館や動物園では動物を狭い空間で飼育を行うこ
とで、動物に大きなストレスを与えている。このことから動
物を自然の海や山に戻し観覧客が入れる空間を海中等に提供
することで、動物側はストレス軽減、人間側は自然の生態を
観察することで新しい体験や学びができるのではないかと考
える。
　本設計では自然の生態環境を観察できる空間計画を行うた
めに、怪我をした生物や絶滅危惧種の保護 ( 繁殖 ) などの動
物に必要な水族館や動物園の機能は残しつつ、自然の生態を
観察できる空間の提供を行うことを目的とする ( 図１)。

　　a) 既存の水族館動物園　　　　　　　　　 　　  b) 本設計での提案

　敷地は静岡県下田市駿河湾の入り江とする。下田市は静岡
県伊豆半島の南部東に位置し、天城山系の南端から太平洋に
至る豊かな自然に恵まれた都市であるため、生態系も豊富で
ある。また、比較的に波や風の影響が少なく、この計画を
行う上で良い環境と考えられる入り江周辺を敷地に選定した
( 図Ⅱ )。

　風景の範囲と通路の幅から
窓のフレーミングの大きさと屋根の勾配を決定する
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各生態観察空間をランドスケープと屋根でつなぐことによ
り一体的な建築を目指した。この施設での自然の生態を観察
することで、新たな価値観を身につけてもらうだけではなく、
海洋ゴミ問題等に向き合うきっかけにしてもらう。


